
目

次

（
�
印
は
、
県
法
規
集
掲
載
事
項
）
ペ
ー
ジ

告

示

�
知
的
障
害
者
福
祉
法
の
規
定
に
よ
る
施
設
の
指
定

（
障
害
福
祉
課
）

一

�
知
的
障
害
者
福
祉
法
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
廃
止
の
届
出

（

〃

）

二

�
児
童
福
祉
法
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
廃
止
の
届
出

（

〃

）

�
道
路
の
位
置
指
定
（
三
件
）

（
建

築

課
）

�
香
川
県
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
人
の
指
定

（
会

計

課
）

三

�
香
川
県
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
人
の
変
更
（
二
件
）

（

〃

）

公

告

�
落
札
者
等
の
公
示

（
県
立
病
院
課
）

四

�
指
定
希
少
野
生
生
物
の
指
定
の
案
の
公
告

（
み
ど
り
保
全
課
）

�
公
共
測
量
の
終
了
の
通
知

（
土
木
監
理
課
）

五

�
基
本
測
量
の
実
施
の
通
知

（

〃

）

�
基
本
測
量
の
終
了
の
通
知
（
二
件
）

（

〃

）

六

�
都
市
計
画
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧
（
四
件
）

（
都
市
計
画
課
）

公
安
委
員
会
規
則

�
警
備
業
法
施
行
細
則
及
び
香
川
県
公
安
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
専
決
等
に
関
す

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

七

公
安
委
員
会
告
示

�
平
成
十
二
年
香
川
県
公
安
委
員
会
告
示
第
十
九
号
（
警
備
業
法
の
規
定
に
基
づ
く
診
断
を

行
う
医
師
の
指
定
）
の
一
部
改
正

二
三

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

�
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
活
動
の
た
め
に
寄
付
を
受
け
又
は
支
出
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
団
体
と
な
っ
た
旨
の
告
示

�
平
成
十
六
年
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
十
七
号
（
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

よ
る
政
治
団
体
の
収
支
等
に
関
す
る
報
告
書
の
要
旨
）
の
一
部
訂
正

二
四

�
平
成
十
七
年
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
八
十
九
号
（
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

よ
る
政
治
団
体
の
収
支
等
に
関
す
る
報
告
書
の
要
旨
）
の
一
部
訂
正

労
働
委
員
会
告
示

�
香
川
県
労
働
委
員
会
あ
っ
せ
ん
員
候
補
者
の
異
動

二
五

●
香
川
県
告
示
第
三
百
六
十
四
号

知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
）
第
十
五
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
及
び
指
定
特
定
知
的
障
害
者
授
産
施
設
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

第２９号

平 成１８年

４月１４日（金曜日）

告

示

指
定
事
業
所

番

号

施
設
の
名
称
及
び

設

置

の

場

所

設
置
者
の
名
称
及
び

主
た
る
事
務
所
の

所

在

地

指
定
年
月
日

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

三
七
〇
〇
〇
二

〇
〇
〇
〇
九
三

一
一

香
川
県
ふ
じ
み
園
更

生
寮

丸
亀
市
飯
山
町
東
坂

元
三
六
六
七

社
会
福
祉
法
人
香
川

県
社
会
福
祉
事
業
団

丸
亀
市
飯
山
町
東
坂

元
三
六
六
七

平
成
十
八
年

四
月
一
日

知
的
障
害
者
入
所

更
生
施
設

三
七
〇
〇
〇
二

〇
〇
〇
〇
九
三

二
九

香
川
県
ふ
じ
み
園
更

生
寮

丸
亀
市
飯
山
町
東
坂

元
三
六
六
七

社
会
福
祉
法
人
香
川

県
社
会
福
祉
事
業
団

丸
亀
市
飯
山
町
東
坂

元
三
六
六
七

平
成
十
八
年

四
月
一
日

知
的
障
害
者
入
所

更
生
施
設
（
通
所

事
業
）

三
七
〇
〇
〇
二

〇
〇
〇
一
六
五

一
四

香
川
県
ふ
じ
み
園
授

産
寮

丸
亀
市
飯
山
町
東
坂

元
三
六
六
七

社
会
福
祉
法
人
香
川

県
社
会
福
祉
事
業
団

丸
亀
市
飯
山
町
東
坂

元
三
六
六
七

平
成
十
八
年

四
月
一
日

知
的
障
害
者
入
所

授
産
施
設

○

○

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
繰
下
発
行
）

香

川

県

報

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

（
第
九
三
二
八
号
）

一



●
香
川
県
告
示
第
三
百
六
十
五
号

知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
）
第
十
五
条
の
二
十
の
規
定
に
よ
り
、
指
定

居
宅
支
援
事
業
者
か
ら
当
該
指
定
居
宅
支
援
の
事
業
の
廃
止
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

●
香
川
県
告
示
第
三
百
六
十
六
号

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
二
十
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
居

宅
支
援
事
業
者
か
ら
当
該
指
定
居
宅
支
援
の
事
業
の
廃
止
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

●
香
川
県
告
示
第
三
百
六
十
七
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
道

路
の
位
置
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

指

定

番

号

中
土
指
道

第
十
八
号

二

指
定
年
月
日

平
成
十
八
年
三
月
三
十
日

三

指
定
道
路
の
位
置

仲
多
度
郡
多
度
津
町
大
字
庄
字
中
条
二
八
五
―
一
及
び
同
地
先
農
道

四

指
定
道
路
の
幅
員
と
そ
の
延
長

幅
員

四
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

延
長

三
〇
・
七
七
メ
ー
ト
ル

関
係
の
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
建
築
課
及
び
香
川
県
中
讃
土
木
事
務
所
総
務
課
に
お
い
て
閲
覧
に
供

す
る
。

●
香
川
県
告
示
第
三
百
六
十
八
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
道

路
の
位
置
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

指

定

番

号

中
土
指
道

第
十
九
号

二

指
定
年
月
日

平
成
十
八
年
三
月
三
十
日

三

指
定
道
路
の
位
置

丸
亀
市
山
北
町
字
道
下
九
一
九
―
三
、
九
一
九
―
一
四
及
び
同
地
先
農
道

四

指
定
道
路
の
幅
員
と
そ
の
延
長

幅
員

四
・
一
五
メ
ー
ト
ル
、
四
・
二
〇
メ
ー
ト
ル
及
び
四
・
二

三
七
〇
〇
〇
二

〇
〇
〇
一
六
五

二
二

香
川
県
ふ
じ
み
園
授

産
寮

丸
亀
市
飯
山
町
東
坂

元
三
六
六
七

社
会
福
祉
法
人
香
川

県
社
会
福
祉
事
業
団

丸
亀
市
飯
山
町
東
坂

元
三
六
六
七

平
成
十
八
年

四
月
一
日

知
的
障
害
者
入
所

授
産
施
設
（
通
所

事
業
）

指
定
事
業
所

番

号

事
業
所
の
名
称
及
び

所

在

地

申
請
者
の
名
称
及
び

主
た
る
事
務
所
の

所

在

地

廃
止
年
月
日

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

三
七
〇
〇
〇
二

〇
〇
〇
〇
九
一

三
九

香
川
県
ふ
じ
み
園
更

生
寮

丸
亀
市
飯
山
町
東
坂

元
三
六
六
七
番
地

香
川
県
高
松
市
番
町

四
丁
目
一
―
一
〇

平
成
十
八
年

三
月
三
十
一

日

知
的
障
害
者
短
期

入
所

三
七
〇
〇
〇
二

〇
〇
〇
一
六
一

三
四

香
川
県
ふ
じ
み
園
授

産
寮

丸
亀
市
飯
山
町
東
坂

元
三
六
六
七
番
地

香
川
県
高
松
市
番
町

四
丁
目
一
―
一
〇

平
成
十
八
年

三
月
三
十
一

日

知
的
障
害
者
短
期

入
所

指
定
事
業
所

番

号

事
業
所
の
名
称
及
び

所

在

地

申
請
者
の
名
称
及
び

主
た
る
事
務
所
の

所

在

地

廃
止
年
月
日

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

三
七
〇
〇
〇
三

〇
〇
〇
〇
九
一

三
八

香
川
県
ふ
じ
み
園
更

生
寮

丸
亀
市
飯
山
町
東
坂

元
三
六
六
七
番
地

香
川
県
高
松
市
番
町

四
丁
目
一
―
一
〇

平
成
十
八
年

三
月
三
十
一

日

児
童
短
期
入
所

三
七
〇
〇
〇
三

〇
〇
〇
一
六
一

三
三

香
川
県
ふ
じ
み
園
授

産
寮

丸
亀
市
飯
山
町
東
坂

元
三
六
六
七
番
地

香
川
県
高
松
市
番
町

四
丁
目
一
―
一
〇

平
成
十
八
年

三
月
三
十
一

日

児
童
短
期
入
所

香

川

県

報

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

（
第
九
三
二
八
号
）

二



四
メ
ー
ト
ル

延
長

四
六
・
七
五
メ
ー
ト
ル

関
係
の
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
建
築
課
及
び
香
川
県
中
讃
土
木
事
務
所
総
務
課
に
お
い
て
閲
覧
に
供

す
る
。

●
香
川
県
告
示
第
三
百
六
十
九
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
道

路
の
位
置
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

指

定

番

号

西
土
指
道

第
九
号

二

指
定
年
月
日

平
成
十
八
年
三
月
三
十
日

三

指
定
道
路
の
位
置

観
音
寺
市
柞
田
町
字
横
田
丙
一
九
二
〇
―
一

四

指
定
道
路
の
幅
員
と
そ
の
延
長

幅
員

四
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

延
長

二
六
・
三
〇
メ
ー
ト
ル

関
係
の
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
建
築
課
及
び
香
川
県
西
讃
土
木
事
務
所
総
務
課
に
お
い
て
閲
覧
に
供

す
る
。

●
香
川
県
告
示
第
三
百
七
十
号

香
川
県
証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
香
川
県
条
例
第
十
一
号
）
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
香
川
県
証
紙

の
売
り
さ
ば
き
人
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

指
定
年
月
日

平
成
十
八
年
四
月
一
日

二

住
所

高
松
市
番
町
五
丁
目
四
番
一
五
号

三

氏
名

香
川
県
東
讃
食
品
衛
生
協
会

四

売
り
さ
ば
き
場
所

高
松
市
番
町
五
丁
目
四
番
一
五
号

●
香
川
県
告
示
第
三
百
七
十
一
号

香
川
県
証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
香
川
県
条
例
第
十
一
号
）
第
五
条
の
香
川
県
証
紙
の
売
り
さ
ば
き

人
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
変
更
し
た
。

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

●
香
川
県
告
示
第
三
百
七
十
二
号

香
川
県
証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
香
川
県
条
例
第
十
一
号
）
第
五
条
の
香
川
県
証
紙
の
売
り
さ
ば
き

人
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
変
更
し
た
。

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

住
所

変
更
前

高
松
市
番
町
五
丁
目
四
番
一
五
号

変
更
後

高
松
市
桜
町
一
丁
目
一
〇
番
二
七
号

二

氏
名

香
川
県
高
松
地
区
食
品
衛
生
協
会

三

売
り
さ
ば
き
場
所

住
所

高
松
市
寿
町
一
丁
目
三
番
六
号

高
松
市
郷
東
町
一
四
二
番
地
一

氏
名

香
川
県
農
業
協
同
組
合

財
団
法
人
香
川
県
交
通
安
全
協
会

廃
止
し
た

売
り
さ
ば

き
場
所

高
松
市
国
分
寺
町
新
名
四
四
〇
番
地
九

国
分
寺
南
支
店
中
央
出
張
所

坂
出
市
江
尻
町
一
二
〇
四
番
地
一

坂
出
警
察
署
内

小
豆
郡
小
豆
島
町
苗
羽
甲
一
〇
七
〇
番
地
一

苗
羽
支
店

小
豆
郡
小
豆
島
町
安
田
甲
一
四
四
番
地
一
四
二

内
海
支
店

追
加
し
た

売
り
さ
ば

き
場
所

小
豆
郡
小
豆
島
町
安
田
甲
一
四
四
番
地
八
九

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
う
ち
の
み
店

香

川

県

報

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

（
第
九
三
二
八
号
）

三



変
更
前

高
松
市
番
町
五
丁
目
四
番
一
五
号

香
川
県
保
健
衛
生
セ
ン
タ
ー
内

高
松
市
桜
町
一
丁
目
一
〇
番
二
七
号

高
松
市
保
健
所
内

変
更
後

高
松
市
桜
町
一
丁
目
一
〇
番
二
七
号

高
松
市
保
健
所
内

特
定
調
達
契
約
に
関
す
る
香
川
県
会
計
規
則
の
特
例
に
関
す
る
規
則
（
平
成
七
年
香
川
県
規
則
第
八
十

五
号
）
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
公
示
す
る
。

な
お
、
本
公
告
に
お
け
る
調
達
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定

（
平
成
七
年
条
約
第
二
十
三
号
）
の
適
用
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

調
達
件
名
及
び
数
量

香
川
県
立
中
央
病
院
清
掃
業
務

一
式

二

調
達
方
法

購
入
等

三

契
約
方
式

一
般
競
争
入
札

四

落
札
決
定
日

平
成
十
八
年
三
月
二
十
四
日

五

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

香
川
ビ
ル
メ
ン
株
式
会
社

香
川
県
高
松
市
藤
塚
町
二
丁
目
一
〇
番
二

三
号

六

落
札
金
額

二
三
八
、
八
九
六
、
〇
〇
〇
円

（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
一
一
、
三
七
六
、
〇
〇
〇
円
を
含
む
。
）

七

入
札
公
告
日

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

八

落
札
方
式

最
低
価
格

九

担
当
課

郵
便
番
号

七
六
〇
―
八
五
五
七

香
川
県
高
松
市
番
町
五
丁
目
四
番
一
六
号

香
川
県

立
中
央
病
院
業
務
課
管
理
担
当

電
話
番
号

〇
八
七
―
八
三
五
―
二
二
二
二
（
内
線
三
一
〇
）

香
川
県
希
少
野
生
生
物
の
保
護
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
香
川
県
条
例
第
四
十
四
号
）
第
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
希
少
野
生
生
物
の
指
定
を
し
た
い
の
で
、
そ
の
指
定
の
案
を
次
の
と
お
り
公
告

す
る
。平

成
十
八
年
四
月
十
四
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

指
定
の
案

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二

意
見
書
の
提
出
等

�

意
見
書
の
提
出

利
害
関
係
人
は
、
こ
の
公
告
の
日
か
ら
起
算
し
て
十
四
日
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
、
知
事
に

指
定
の
案
に
つ
い
て
の
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

�

意
見
書
の
提
出
先

郵
便
番
号
七
六
〇
―
八
五
七
〇

高
松
市
番
町
四
丁
目
一
番
一
〇
号

香
川
県
環
境
森
林
部
み
ど
り
保
全
課

公

告

香

川

県

報

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

（
第
九
三
二
八
号
）

四



測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
で
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
、
高
松
法
務
局
長
か
ら
次
の
公
共
測
量
を
平
成
十
八
年
三
月
二
十
七
日
終
了
し
た
旨
の
通
知

が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
三
十
九
条
で
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

作
業
種
類

公
共
測
量

登
記
所
備
付
地
図
作
成
等
基
準
点
測
量
作
業

二

作
業
期
間

平
成
十
八
年
一
月
十
五
日
か
ら
平
成
十
八
年
三
月
二
十
七
日
ま
で

三

作
業
地
域

高
松
市

扇
町
一
丁
目
、
瀬
戸
内
町
、
浜
ノ
町
の
各
一
部
地
域

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通
省
国

土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
基
づ

き
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

作
業
種
類

基
本
測
量
（
二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
修
正
測
量
）

二

作
業
期
間

平
成
十
八
年
四
月
二
十
日
か
ら
平
成
十
九
年
三
月
二
十
三
日
ま
で

三

作
業
地
域

高
松
市

丸
亀
市

坂
出
市

善
通
寺
市

観
音
寺
市

さ
ぬ
き
市

指定をしようとする理由

生育地が急激に減少しており、また生育環境の悪化が顕著

にみられ、絶滅のおそれがあることから、特に保護を図る

必要がある。

生育地が極めて少なく、園芸目的による採取圧が高く、絶

滅のおそれがあることから、特に保護を図る必要がある。

生育地が極めて少なく、園芸目的による採取圧など生育環

境の悪化がみられ、絶滅のおそれがある。また県の固有種

であることから、特に保護を図る必要がある。

生育地が限定されており、かつ生育環境の悪化が顕著にみ

られ、絶滅のおそれがあることから、特に保護を図る必要

がある。

生育地が限定されており、かつ生育地の改変により生育地

が減少している。生育個体数も極めて少なく絶滅のおそれ

があることから、特に保護を図る必要がある。

生育地、生育個体数がともに極めて少ないことに加え、特

産種としての採取圧が高く、絶滅のおそれがある。また県

の固有種であることから、特に保護を図る必要がある。

生息地、生息環境の悪化が顕著にみられることに加え、鑑

賞魚としての捕獲圧が高く、絶滅のおそれがあることから、

特に保護を図る必要がある。

生息地が極めて少なく、愛好家による採集圧など生息環境

の悪化がみられ、絶滅のおそれがある。また県の固有種で

あることから、特に保護を図る必要がある。

学 名

Euryale ferox

Hylotelephium sieboldii

Forsythia togashii

Nymphoides peltata

Linaria japonica

Allium togashii

Rhodeus ocellatus kurumeus

Euhadra sandai yahatai

種 名

オニバス

ミセバヤ

ショウドシマレンギョウ

アサザ

ウンラン

カンカケイニラ

ニッポンバラタナゴ

ヤハタマイマイ

科 名

スイレン科

ベンケイソウ科

モクセイ科

ミツガシワ科

ゴマノハグサ科

ユリ科

コイ科

オナジマイマイ科

分 類

植 物

植 物

植 物

植 物

植 物

植 物

動 物

動 物

香

川

県

報

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

（
第
九
三
二
八
号
）

五



東
か
が
わ
市

三
豊
市

小
豆
郡

土
庄
町

小
豆
島
町

木
田
郡

三
木
町

香
川
郡

直
島
町

綾
歌
郡

宇
多
津
町

綾
川
町

仲
多
度
郡

ま
ん
の
う
町

琴
平
町

多
度
津
町

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通
省
国

土
地
理
院
長
か
ら
次
の
基
本
測
量
を
平
成
十
八
年
三
月
二
十
四
日
終
了
し
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、

同
条
第
三
項
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

作
業
種
類

基
本
測
量
（
二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
修
正
測
量
）

二

作
業
期
間

平
成
十
七
年
四
月
五
日
か
ら
平
成
十
八
年
三
月
二
十
四
日
ま
で

三

作
業
地
域

高
松
市

丸
亀
市

坂
出
市

善
通
寺
市

観
音
寺
市

さ
ぬ
き
市

東
か
が
わ
市

三
豊
市

小
豆
郡

土
庄
町

小
豆
島
町

木
田
郡

三
木
町

香
川
郡

直
島
町

綾
歌
郡

宇
多
津
町

綾
川
町

仲
多
度
郡

ま
ん
の
う
町

琴
平
町

多
度
津
町

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通
省
国

土
地
理
院
長
か
ら
次
の
基
本
測
量
を
平
成
十
八
年
三
月
二
十
四
日
終
了
し
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、

同
条
第
三
項
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

作
業
種
類

基
本
測
量
（
基
準
点
測
量
）

二

作
業
期
間

平
成
十
七
年
五
月
九
日
か
ら
平
成
十
八
年
三
月
二
十
四
日
ま
で

三

作
業
地
域

高
松
市
庵
治
町

高
松
市
か
ら
高
松
広
域
都
市
計
画
地
区
計
画
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
、
香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

高
松
市
か
ら
高
松
広
域
都
市
計
画
用
途
地
域
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
、
香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

高
松
市
か
ら
高
松
広
域
都
市
計
画
特
定
用
途
制
限
地
域
、
臨
港
地
区
、
道
路
、
公
園
、
墓
園
、
下
水
道
、

ご
み
焼
却
場
、
ご
み
処
理
場
、
火
葬
場
、
社
会
福
祉
施
設
、
地
区
計
画
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た

の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

香

川

県

報

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

（
第
九
三
二
八
号
）

六



香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

善
通
寺
市
か
ら
中
讃
広
域
都
市
計
画
特
定
用
途
制
限
地
域
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都

市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
、
香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

警
備
業
法
施
行
細
則
及
び
香
川
県
公
安
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
専
決
等
に
関
す
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

香
川
県
公
安
委
員
会
委
員
長

神

原

博

香
川
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
一
号

警
備
業
法
施
行
細
則
及
び
香
川
県
公
安
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
専
決
等
に
関
す
る
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
警
備
業
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

警
備
業
法
施
行
細
則
（
平
成
十
二
年
香
川
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
章

警
備
業
」
を
「
第
二
章

警
備
業
の
認
定
等
」
に
改
め
、
「
実
施
上
の
義
務
」

を
削
り
、
「
第
十
三
条
」
を
「
第
十
五
条
」
に
、
「
第
十
四
条
―
第
十
六
条
」
を
「
第
十
六
条
―
第
十

八
条
」
に
、
「
第
十
七
条
―
第
二
十
条
」
を
「
第
十
九
条
―
第
二
十
二
条
」
に
、
「
第
二
十
一
条
」
を

「
第
二
十
三
条
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
警
備
員
等
の
検
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
五
号
」

を
「
警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
七
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
十
号
」
に
改
め

る
。「

第
二
章

警
備
業
」
を
「
第
二
章

警
備
業
の
認
定
等
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
第
四
条
の
五
」
を
「
第
八
条
」
に
改
め
る
。

第
五
条
中
「
第
六
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
十
二
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

「
第
三
章

警
備
業
務
実
施
上
の
義
務
」
を
「
第
三
章

警
備
業
務
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
第
十
条
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
二
号
中

「
第
一
条
第
一
項
」
を
「
第
一
条
第
二
号
」
に
、
「
常
駐
警
備
業
務
」
を
「
施
設
警
備
業
務
」
に
改
め
、

同
項
第
三
号
中
「
第
一
条
第
一
項
」
を
「
第
一
条
第
五
号
」
に
、
「
核
燃
料
物
質
等
運
搬
警
備
業
務
及

び
」
を
「
核
燃
料
物
質
等
危
険
物
運
搬
警
備
業
務
及
び
同
条
第
六
号
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第

四
項
第
二
号
中
「
第
一
条
第
一
項
」
を
「
第
一
条
第
二
号
」
に
、
「
常
駐
警
備
業
務
」
を
「
施
設
警
備

業
務
」
に
改
め
る
。

第
七
条
及
び
第
八
条
を
削
る
。

第
九
条
の
見
出
し
を
「
（
指
導
教
育
責
任
者
講
習
に
係
る
公
示
事
項
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項

中
「
第
一
条
第
二
号
」
を
「
第
二
条
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
一
条
第
三
号
」
を
「
第

二
条
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
講
習
規
則
第
一
条
の
二
各
号
に
掲
げ
る
」
を
削
り
、
同
項

第
三
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
中
「
受
託
法
人
の
」
を
「
受
託
者
の
氏
名
又
は
」
に
改
め
、

「
並
び
に
」
の
下
に
「
受
託
者
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、

同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

受
講
定
員
及
び
受
講
者
の
決
定
方
法

第
九
条
に
次
の
一
項
を
加
え
、
第
四
章
中
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。

３

講
習
規
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、
公
安
委
員
会
の
掲
示
板
に
掲
示
し
て
行
う
も
の
と
す

る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
第
二
条
第
二
項
」
を
「
第
四
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
一
条

の
二
第
一
号
」
を
「
第
三
条
第
一
号
」
に
、
「
警
備
業
務
従
事
証
明
書
」
を
「
別
記
様
式
第
四
号
の
警

備
業
務
従
事
証
明
書
（
以
下
「
従
事
証
明
書
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
一
条
の

二
第
二
号
」
を
「
第
三
条
第
二
号
」
に
、
「
合
格
証
」
を
「
合
格
証
明
書
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中

「
第
一
条
の
二
第
三
号
」
を
「
第
三
条
第
三
号
」
に
、
「
合
格
証
」
を
「
合
格
証
明
書
」
に
、
「
警
備

業
務
従
事
証
明
書
」
を
「
従
事
証
明
書
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
警
備
業
務
従
事
証
明
書
」
を
「

従
事
証
明
書
」
に
、
「
別
記
様
式
第
七
号
」
を
「
別
記
様
式
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
す

る
。第

十
一
条
の
見
出
し
を
「
（
指
導
教
育
責
任
者
講
習
の
修
了
考
査
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「

講
習
規
則
第
三
条
第
二
項
の
修
了
考
査
」
を
「
指
導
教
育
責
任
者
講
習
（
次
項
に
規
定
す
る
指
導
教
育

責
任
者
講
習
を
除
く
。
）
に
お
け
る
修
了
考
査
（
講
習
規
則
第
五
条
第
二
項
の
修
了
考
査
を
い
う
。
以

公
安
委
員
会
規
則

香

川

県

報

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

（
第
九
三
二
八
号
）

七



下
同
じ
。
）
」
に
、
「
に
よ
り
行
い
、
そ
の
合
格
基
準
は
、
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
成
績
で
あ
る
こ

と
」
を
「
の
筆
記
試
験
と
し
、
そ
の
時
間
は
、
百
分
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
修
了
考
査
の
」
を

「
講
習
規
則
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
導
教
育
責
任
者
講
習
に
お
け
る
修
了
考
査
は
、
五
枝
択
一

式
問
題
十
四
問
の
筆
記
試
験
と
し
、
そ
の
」
に
、
「
百
分
」
を
「
三
十
五
分
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項

中
「
第
一
条
の
二
各
号
」
を
「
第
三
条
各
号
」
に
改
め
、
「
該
当
す
る
者
」
の
下
に
「
そ
の
他
当
該
指

導
教
育
責
任
者
講
習
を
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
」
を
、
「
偽
っ
て
」
の
下
に
「
当
該
」
を
加
え
、

「
が
あ
る
と
き
は
」
を
「
に
対
し
て
は
」
に
、
「
取
り
消
し
、
そ
の
旨
を
公
示
す
る
」
を
「
取
り
消
す
」

に
、
「
合
格
を
取
り
消
し
た
者
に
対
し
て
」
を
「
交
付
し
た
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、

同
条
第
四
項
中
「
合
格
者
の
氏
名
を
公
示
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
対
し
」
を
「
、
合
格
し
た
者
に
」

に
、
「
第
四
条
第
一
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
「
修
了
証
明
書
」
の
下
に
「
（
以
下
「
修

了
証
明
書
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、

第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

修
了
考
査
の
合
格
基
準
は
、
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
成
績
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

第
十
一
条
に
次
の
一
項
を
加
え
、
同
条
を
第
九
条
と
す
る
。

７

前
項
の
規
定
に
よ
り
修
了
証
明
書
を
返
納
さ
せ
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
六
号
の
返
納
通
知
書
を

交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
二
条
中
「
第
十
一
条
の
三
第
三
項
」
を
「
第
二
十
二
条
第
四
項
」
に
、
「
別
記
様
式
第
八
号
の

資
格
者
証
不
交
付
通
知
書
に
よ
り
行
う
」
を
「
別
記
様
式
第
七
号
の
不
交
付
通
知
書
を
交
付
す
る
」
に

改
め
、
同
条
を
第
十
条
と
す
る
。

第
二
十
一
条
を
第
二
十
三
条
と
す
る
。

第
二
十
条
第
一
項
中
「
第
十
六
条
の
二
」
を
「
第
五
十
一
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
の
」

を
「
前
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、
第
六
章
中
同
条
を
第
二
十
二
条
と
す
る
。

第
十
九
条
第
一
項
中
「
第
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
第
十
五
条
第
二
項
」
を
「
第
四
十
九
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。

第
十
八
条
中
「
第
十
四
条
」
を
「
第
四
十
八
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
条
と
し
、
第
六
章
中
同

条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
報
告
等
の
要
求
の
手
続
）

第
十
九
条

法
第
四
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
又
は
資
料
の
提
出
の
要
求
は
、
別
記
様
式
第
十
号
の

報
告
等
要
求
書
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
十
七
条
を
削
る
。

第
五
章
中
第
十
六
条
を
第
十
八
条
と
す
る
。

第
十
五
条
中
「
第
十
一
条
の
七
」
を
「
第
四
十
三
条
」
に
、
「
第
十
一
条
の
四
」
を
「
第
四
十
条
」

に
改
め
、
「
単
に
」
を
削
り
、
同
条
を
第
十
七
条
と
す
る
。

第
十
四
条
中
「
第
九
条
」
を
「
第
七
条
」
に
、
「
の
公
示
事
項
」
を
「
に
係
る
公
示
事
項
等
」
に
、

「
第
十
一
条
」
を
「
第
九
条
（
第
二
項
を
除
く
。
）
」
に
、
「
第
十
二
条
」
を
「
第
十
条
」
に
改
め
、

「
、
第
十
三
条
の
規
定
は
機
械
警
備
業
務
管
理
者
資
格
者
証
の
返
納
の
命
令
に
つ
い
て
」
を
削
り
、
同

条
を
第
十
六
条
と
す
る
。

第
十
三
条
の
見
出
し
を
「
（
返
納
命
令
書
の
様
式
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
三
十
二
条
第
一
項
」

を
「
第
四
十
四
条
第
一
項
」
に
、
「
別
記
様
式
第
九
号
の
資
格
者
証
返
納
命
令
書
」
を
「
別
記
様
式
第

八
号
の
返
納
命
令
書
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
一
条
と
し
、
第
四
章
中
同
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え

る
。（

検
定
に
係
る
公
示
事
項
等
）

第
十
二
条

検
定
規
則
第
七
条
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

受
検
の
申
請
の
期
限

二

検
定
申
請
書
の
提
出
先
及
び
提
出
の
方
法

三

受
検
の
申
請
に
必
要
な
書
類
等

四

手
数
料
の
納
入
時
期
及
び
納
入
方
法

２

検
定
規
則
第
七
条
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

受
検
対
象
者

二

受
検
定
員
及
び
受
検
者
の
決
定
方
法

三

そ
の
他
検
定
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

３

検
定
規
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、
公
安
委
員
会
の
掲
示
板
に
掲
示
し
て
行
う
も
の
と
す

る
。

（
検
定
申
請
書
に
添
付
す
る
書
面
の
様
式
等
）

第
十
三
条

検
定
規
則
第
九
条
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
書
面
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
九
号
の
警

備
員
所
属
証
明
書
の
と
お
り
と
す
る
。

２

検
定
規
則
第
八
条
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
係
る
検
定
規
則
第
九
条
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
面

は
、
二
級
の
検
定
に
係
る
合
格
証
明
書
の
写
し
及
び
従
事
証
明
書
と
す
る
。
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（
学
科
試
験
等
）

第
十
四
条

検
定
規
則
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
学
科
試
験
は
、
五
枝
択
一
式
二
十
問
の
筆
記
試
験

と
し
、
そ
の
時
間
は
、
六
十
分
と
す
る
。

２

前
項
の
学
科
試
験
又
は
検
定
規
則
第
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
実
技
試
験
に
お
い
て
不
正
行
為
を

し
た
者
は
、
不
合
格
と
す
る
。

３

検
定
の
合
否
を
判
定
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
合
格
し
た
者
に
検
定
規
則
第
十
一
条
に
規
定
す

る
成
績
証
明
書
（
以
下
「
成
績
証
明
書
」
と
い
う
。
）
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

４

不
正
な
手
段
に
よ
り
合
格
し
た
者
（
検
定
規
則
第
八
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
そ
の
他

当
該
検
定
を
受
検
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
を
偽
っ
て
当
該
検
定
に
合
格
し
た
者
を
含
む
。）

に
対
し
て
は
、
そ
の
合
格
を
取
り
消
す
と
と
も
に
、
交
付
し
た
成
績
証
明
書
を
返
納
さ
せ
る
も
の
と

す
る
。

５

前
項
の
規
定
に
よ
り
成
績
証
明
書
を
返
納
さ
せ
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
六
号
の
返
納
通
知
書
を

交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
合
格
証
明
書
の
不
交
付
の
通
知
）

第
十
五
条

法
第
二
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
二
十
二
条
第
四
項
の
規
定

に
よ
り
合
格
証
明
書
の
交
付
を
行
わ
な
い
と
き
は
、
別
記
様
式
第
七
号
の
不
交
付
通
知
書
を
交
付
す

る
も
の
と
す
る
。

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
同
項
に
見
出
し
と
し
て
「
（
施
行
期
日
）
」
を
付
し
、
附
則
に
次
の
見

出
し
及
び
四
項
を
加
え
る
。

（
経
過
措
置
）

２

警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
及
び
機
械
警
備
業
務
管
理
者
に
係
る
講
習
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
（
平
成
十
七
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
十
八
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
指
導
教
育
責
任
者
講
習
に
お
け
る
修
了
考
査
に
つ
い
て
は
、
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
五
枝
択
一
式
問
題
十
四
問
の
筆
記
試
験
と
し
、
そ
の
時
間
は
、
三
十
五
分
と
す
る
。

３

第
十
二
条
の
規
定
は
検
定
規
則
附
則
第
六
条
に
規
定
す
る
検
定
合
格
者
審
査
の
公
示
事
項
等
に
つ

い
て
、
第
十
四
条
（
第
四
項
及
び
第
五
項
を
除
く
。
）
の
規
定
は
検
定
規
則
附
則
第
六
条
に
規
定
す

る
検
定
合
格
者
審
査
の
学
科
試
験
等
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
四
条
第
一

項
中
「
検
定
規
則
第
六
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
検
定
規
則
附
則
第
七
条
第
一
項
」
と
、
「
二
十

問
」
と
あ
る
の
は
「
十
問
」
と
、
「
六
十
分
」
と
あ
る
の
は
「
三
十
分
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

４

検
定
規
則
附
則
第
十
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
書
面
の
様
式
は
、
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す

る
警
備
員
所
属
証
明
書
と
す
る
。

５

検
定
規
則
附
則
第
十
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
書
面
の
様
式
は
、
別
記
様
式
の
従
事
証
明
書
の

と
お
り
と
す
る
。
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警 備 業 務

従事証明書

指定講習講師

住 所

氏 名

生年月日 年 月 日

上記の者が、警備員等の検定等に関する規則の施行の際、かつ、

年 月 日から 年 月 日までの間（ 年 月間）

警備業務に 従事していたことに、間違いありません。
講習講師として

年 月 日

住所又は主たる営業所の所在地

氏名又は名称及び代表者の氏名

�
認定証を交付した公安委員会の名称

公安委員会

認定証の番号

第 号

備考

１ の部分は、従事していた警備業務又は指定講習の内容について、空

港保安、常駐、交通誘導、核燃料物質等運搬又は貴重品運搬から選び記載するこ

と。

２ 不要の文字は、横線で消すこと。
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成
十
八
年
四
月
十
四
日

（
第
九
三
二
八
号
）

一
〇



「第
４
条
の
２
第
３
項

「第
５
条
第
３
項

別
記
様
式
第
一
号
中

を

に
改
め
る
。

第
４
条
の
４
第
３
項

」

第
７
条
第
３
項

」

「

認
定

年
月

日

別
記
様
式
第
二
号
中
「第

４
条
の
５

」
を
「第

８
条

」
に
、

「

認
定

年
月

日
年

認
定
証
の
番
号

を
」

月
日
認
定
証
の
番
号

第
号

に
改
め
る
。

」

「

※
受
理
年
月
日

年
月

日

別
記
様
式
第
三
号
中

を
削
り
、
「第
６
条
の
２

」

第
３
項

」
を
「第

１２
条
第
３
項

」
に
、
「氏

名
又
は
名
称
及
び
住
所

」
を
「住

所
及
び
氏
名
又
は
名
称

」

「

「

に
、

公
安
委
員
会
認
定
証
の
番
号

を
」

公
安
委
員
会
認
定
証
の
番
号

第
号

に
、
「事
由
」
を
「理

由

」
に
改
め
、
同
様
式
記

」

載
要
領
を
削
り
、
同
様
式
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

備
考

、
、

。

、
。

１
届
出
者
は

氏
名
を
記
載
し
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て

署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る

２
用
紙
の
大
き
さ
は

日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
番
と
す
る

別
記
様
式
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

香

川

県

報

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

（
第
九
三
二
八
号
）

一
一



警 備 業 務 従 事 証 明 書

住 所

氏 名

生年月日 年 月 日

年 月 日 から 年 月 日までの間（ 年 月間）
上記の者が、

年 月 日 から現在までの間（ 年 月間）

従事していた
警備業務に ことに、間違いありません。

従事している

年 月 日

住所又は主たる営業所の所在地

氏名又は名称及び代表者の氏名

�
認定証を交付した公安委員会の名称

公安委員会

認定証の番号

第 号

備考

１ の部分は、当該講習又は検定に係る警備業務の区分又は種

別が特定できる程度に記載すること。

２ 不要の文字は、横線で消すこと。

３ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とする。

別記様式第４号（第８条、第１３条関係）

香

川

県

報

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

（
第
九
三
二
八
号
）

一
二



別
記
様
式
第
五
号
及
び
別
記
様
式
第
六
号
を
削
る
。

別
記
様
式
第
七
号
中
「第

１０
条
関
係

」
を
「第

８
条
関
係

」
に
、
「５

年
間
に

」
を
「５

年
間
に
当

該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る

」
に
、
「２

級
の
検
定
に
合
格
し
た

」
を
「当

該
警
備
業
務
の
区
分
に
係

る
２
級
の
検
定
に
係
る
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た

」
に
、
「１

年
以
上

」
を
「１

年
以
上
当
該
警

備
業
務
の
区
分
に
係
る

」
に
、
「第

１
条
の
２

」
を
「第

３
条

」
に
改
め
、
同
様
式
記
載
要
領
を
削
り
、

同
様
式
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

備
考

、
。

、
、

。

、
。

１
□
は

該
当
す
る
場
合
に
レ
印
を
付
け
る
こ
と

２
誓
約
者
は

氏
名
を
記
載
し
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て

署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る

３
用
紙
の
大
き
さ
は

日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
番
と
す
る

別
記
様
式
第
七
号
を
別
記
様
式
第
五
号
と
し
、
同
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

香

川

県

報

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

（
第
九
三
二
八
号
）

一
三



警備員指導教育責任者講習修了証明書

成 績 証 明 書 返 納 通 知 書

機械警備業務管理者講習修了証明書

第 号

年 月 日

殿

香川県公安委員会 �

第９条

警備業法施行細則 第１４条 の規定により、合格を取り消し

第１６条において準用する第９条

警備員指導教育責任

たので、香川県公安委員会第 号 年 月 日交付の 成績証明書

機械警備業務管理者

者講習修了証明書

を返納するよう通知する。

講習修了証明書

年 月 日

理由

備考

１ 不要の文字は、横線で消すこと。

２ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とする。

生年月日

本籍（成績証明書
の場合は、住所）

氏 名

別記様式第６号（第９条、第１４条、第１６条関係）

香

川

県

報

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

（
第
九
三
二
八
号
）

一
四



、
、

、

別
記
様
式
第
八
号
中
「第

１２
条

第
１４
条
関
係

」
を
「第

１０
条

第
１５
条

第
１６
条
関
係

」
に
、
「

「資
格
者
証

「警
備
員
指
導
教
育
責
任

資
格
者
証
不
交
付
通
知
書

」
を

不
交
付
通
知
書

に
、

合
格
証
明
書

」

機
械
警
備
業
務
管
理

者
資
格
者
証

「警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証

「

を

合
格
証
明
書

生
年
月
日

に
、

者
資
格
者
証

」

機
械
警
備
業
務
管
理
者
資
格
者
証

」

「

生
年
月
日

年
月

日

を

に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
様
式
第
七
号
と

」

」

し
、
同
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

香

川

県

報

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

（
第
九
三
二
八
号
）

一
五



警備員指導教育責任者資格者証

合 格 証 明 書 返 納 命 令 書

機械警備業務管理者資格者証

第 号

年 月 日

殿

香川県公安委員会 �

第２２条第７項

警備業法 第２３条第５項において読み替えて準用する同法第２２条第７項 の規定に

第４２条第３項において読み替えて準用する同法第２２条第７項

警備員指

より、香川県公安委員会第 号 年 月 日交付の 合格証明

機械警備

導教育責任者資格者証

書 の返納を命ずる。

業務管理者資格者証

年 月 日

理由

備考

１ 不要の文字は、横線で消すこと。

２ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とする。

生年月日

本籍（合格証明書
の場合は、住所）

氏 名

別記様式第８号（第１１条関係）

香

川

県

報

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

（
第
九
三
二
八
号
）

一
六



別
記
様
式
第
九
号
及
び
別
記
様
式
第
十
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

警 備 員 所 属 証 明 書

住 所

氏 名

生年月日 年 月 日

上記の者が、 年 月 日現在、警備員として次の営業所に所属してい

ることに、間違いありません。

営業所の名称

営業所の所在地

年 月 日

住所又は主たる営業所の所在地

氏名又は名称及び代表者の氏名

�

認定証を交付した公安委員会の名称

公安委員会

認定証の番号

第 号

備考 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とする。

別記様式第９号（第１３条関係）

香

川

県

報

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

（
第
九
三
二
八
号
）

一
七



報 告 等 要 求 書

第 号

年 月 日

住 所

氏名又は名称 殿

香川県公安委員会 �

警備業法第４６条の規定により、次のとおり報告又は資料の提出を求める。

年 月 日

備考 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とする。

報告又は資料の提

出を求める事項

報告又は資料の提

出期限

別記様式第１０号（第１９条関係）

香

川

県

報

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

（
第
九
三
二
八
号
）

一
八



別
記
様
式
第
十
一
号
中
「第

１８
条
関
係

」
を
「第

２０
条
関
係

」
に
改
め
、
「代

表
者
の
氏
名

」
を
削

り
、
「第

１４
条

」
を
「第

４８
条

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
十
二
号
中
「第

１９
条
関
係

」
を
「第

２１
条
関
係

」
に
改
め
、
「代

表
者
の
氏
名

」
を
削

り
、
「第

１５
条
第
１
項

」
を
「第

４９
条
第
１
項

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
十
三
号
中
「第

１９
条
関
係

」
を
「第

２１
条
関
係

」
に
改
め
、
「代

表
者
の
氏
名

」
を
削

り
、
「第

１５
条
第
２
項

」
を
「第

４９
条
第
２
項

」
に
改
め
る
。

（
香
川
県
公
安
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
専
決
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

香
川
県
公
安
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
専
決
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
香
川
県

公
安
委
員
会
規
則
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
四
十
三
の
項
中
「
第
四
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
五
条
第
二
項
」
に
、
「
第
四
条
の
二
第
三
項
」

を
「
第
五
条
第
三
項
」
に
、
「
第
四
条
の
二
第
五
項
」
を
「
第
五
条
第
五
項
」
に
、
「
第
四
条
の
四
第

一
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
、
「
第
四
条
の
四
第
三
項
」
を
「
第
七
条
第
三
項
」
に
、
「
第
四
条

の
五
」
を
「
第
八
条
」
に
、
「
第
五
条
」
を
「
第
九
条
」
に
、
「
第
五
条
の
二
」
を
「
第
十
条
」
に
、

「
第
六
条
第
一
項
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
」
に
、
「
第
六
条
第
二
項
」
を
「
第
十
一
条
第
二
項
」
に
、

「
第
六
条
第
三
項
」
を
「
第
十
一
条
第
三
項
」
に
、
「
第
六
条
第
四
項
」
を
「
第
十
一
条
第
四
項
」
に
、

「
第
六
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
、
「
第
六
条
の
二
第

三
項
」
を
「
第
十
二
条
第
三
項
」
に
、

「

第
九
条
第
二
項

警
備
員
の
服
装
に
係
る
届
出
の
受
理

○

を
」

「

第
十
六
条
第
二
項

警
備
員
の
服
装
に
係
る
届
出
の
受
理

○

第
十
条
第
二
項

護
身
用
具
に
係
る
届
出
及
び
そ
の
変
更
の
届
出
の
受
理

○

第
十
一
条
の
二

警
備
員
に
係
る
検
定
の
実
施

○

に
、

」

「
第
九
条
第
三
項
」
を
「
第
十
六
条
第
三
項
」
に
、

「

を
」

「

第
十
七
条
第
二
項

護
身
用
具
に
係
る
届
出
及
び
そ
の
変
更
の
届
出
の
受
理

○

に
、

」

「
第
十
一
条
の
三
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
二
十
二
条
第
二
項
第
一
号
」
に
、
「
第
十
一
条
の
三
第
二

項
第
二
号
」
を
「
第
二
十
二
条
第
二
項
第
二
号
」
に
改
め
、
「
同
等
」
の
下
に
「
以
上
」
を
加
え
、
「

第
十
一
条
の
三
第
三
項
」
を
「
第
二
十
二
条
第
四
項
」
に
、

「

を
」

「

に
、

第
十
一
条
の
三
第
四

項

警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
の
書
換
え

○

第
十
一
条
の
三
第
五

項

警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
の
再
交
付

○

第
十
一
条
の
三
第
六

項

警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
の
返
納
命
令
（
指

定
医
の
診
断
に
基
づ
き
認
定
し
た
者
に
つ
い
て
行
う
も

の
を
除
く
。
）

○

警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
の
返
納
命
令
（
指

定
医
の
診
断
に
基
づ
き
認
定
し
た
者
に
つ
い
て
行
う
も

の
に
限
る
。
）

○

第
十
一
条
の
三
第
七

項

警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
の
委
託

○

第
二
十
二
条
第
五
項

警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
の
書
換
え

○

第
二
十
二
条
第
六
項

警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
の
再
交
付

○

第
二
十
二
条
第
七
項

警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
の
返
納
命
令
（
指

定
医
の
診
断
に
基
づ
き
認
定
し
た
者
に
つ
い
て
行
う
も

の
を
除
く
。
）

○

警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
の
返
納
命
令
（
指

定
医
の
診
断
に
基
づ
き
認
定
し
た
者
に
つ
い
て
行
う
も

の
に
限
る
。
）

○

第
二
十
二
条
第
八
項

現
任
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
の
実
施

○

第
二
十
三
条
第
一
項

警
備
員
に
係
る
検
定
の
実
施

○

第
二
十
三
条
第
二
項

検
定
の
合
否
の
判
定

○

香

川

県

報

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

（
第
九
三
二
八
号
）

一
九



」

「
第
十
一
条
の
四
」
を
「
第
四
十
条
」
に
、
「
第
十
一
条
の
五
」
を
「
第
四
十
一
条
」
に
、
「
第
十
一

条
の
六
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
四
十
二
条
第
二
項
第
一
号
」
に
、
「
第
十
一
条
の
六
第
二
項
第
二
号
」

を
「
第
四
十
二
条
第
二
項
第
二
号
」
に
、

「

を

」

「

に
、

」

「
第
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
九
条
第
一
項
」
に
、
「
第
十
五
条
第
二
項
」
を
「
第
四
十
九
条
第

二
項
」
に
、
「
第
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
条
第
一
項
」
に
、
「
第
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
五

十
条
第
二
項
」
に
、
「
第
十
六
条
の
二
」
を
「
第
五
十
一
条
」
に
改
め
、
同
項
２
を
削
り
、
同
項
１
中

「

を
」

第
二
十
三
条
第
四
項

合
格
証
明
書
の
交
付

○

第
二
十
三
条
第
五
項

合
格
証
明
書
の
不
交
付
（
第
二
十
二
条
第
四
項
の
準
用
）

○

第
二
十
三
条
第
五
項

合
格
証
明
書
の
書
換
え
（
第
二
十
二
条
第
五
項
の
準
用
）

○

第
二
十
三
条
第
五
項

合
格
証
明
書
の
再
交
付
（
第
二
十
二
条
第
六
項
の
準
用
）

○

第
二
十
三
条
第
五
項

合
格
証
明
書
の
返
納
命
令
（
指
定
医
の
診
断
に
基
づ
き

認
定
し
た
者
に
つ
い
て
行
う
も
の
を
除
く
。
）
（
第
二

十
二
条
第
七
項
の
準
用
）

○

合
格
証
明
書
の
返
納
命
令
（
指
定
医
の
診
断
に
基
づ
き

認
定
し
た
者
に
つ
い
て
行
う
も
の
に
限
る
。
）
（
第
二

十
二
条
第
七
項
の
準
用
）

○

第
十
一
条
の
六
第
三

項

機
械
警
備
業
務
管
理
者
資
格
者
証
の
書
換
え
（
第
十
一

条
の
三
第
四
項
の
準
用
）

○

第
十
一
条
の
六
第
三

項

機
械
警
備
業
務
管
理
者
資
格
者
証
の
再
交
付
（
第
十
一

条
の
三
第
五
項
の
準
用
）

○

第
十
一
条
の
六
第
三

項

機
械
警
備
業
務
管
理
者
資
格
者
証
の
返
納
命
令
（
指
定

医
の
診
断
に
基
づ
き
認
定
し
た
者
に
つ
い
て
行
う
も
の

を
除
く
。
）
（
第
十
一
条
の
三
第
六
項
の
準
用
）

○

機
械
警
備
業
務
管
理
者
資
格
者
証
の
返
納
命
令
（
指
定

医
の
診
断
に
基
づ
き
認
定
し
た
者
に
つ
い
て
行
う
も
の

に
限
る
。
）
（
第
十
一
条
の
三
第
六
項
の
準
用
）

○

第
十
一
条
の
六
第
三

項

機
械
警
備
業
務
管
理
者
講
習
の
委
託
（
第
十
一
条
の
三

第
七
項
の
準
用
）

○

第
十
三
条
第
一
項

警
備
業
者
に
対
す
る
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
の
要

求
又
は
立
入
検
査
の
実
施

○

第
十
四
条

警
備
業
者
に
対
す
る
指
示

○

第
四
十
二
条
第
三
項

機
械
警
備
業
務
管
理
者
資
格
者
証
の
不
交
付
（
第
二
十

二
条
第
四
項
の
準
用
）

○

第
四
十
二
条
第
三
項

機
械
警
備
業
務
管
理
者
資
格
者
証
の
書
換
え
（
第
二
十

二
条
第
五
項
の
準
用
）

○

第
四
十
二
条
第
三
項

機
械
警
備
業
務
管
理
者
資
格
者
証
の
再
交
付
（
第
二
十

二
条
第
六
項
の
準
用
）

○

第
四
十
二
条
第
三
項

機
械
警
備
業
務
管
理
者
資
格
者
証
の
返
納
命
令
（
指
定

医
の
診
断
に
基
づ
き
認
定
し
た
者
に
つ
い
て
行
う
も
の

を
除
く
。
）
（
第
二
十
二
条
第
七
項
の
準
用
）

○

機
械
警
備
業
務
管
理
者
資
格
者
証
の
返
納
命
令
（
指
定

医
の
診
断
に
基
づ
き
認
定
し
た
者
に
つ
い
て
行
う
も
の

に
限
る
。
）
（
第
二
十
二
条
第
七
項
の
準
用
）

○

第
四
十
六
条

警
備
業
者
に
対
す
る
報
告
又
は
資
料
の
提
出
の
要
求

○

第
四
十
七
条
第
一
項

立
入
検
査
の
実
施

○

第
四
十
七
条
第
二
項

身
分
証
明
書
の
交
付
（
第
三
十
八
条
第
二
項
の
準
用
）

○

第
四
十
八
条

警
備
業
者
に
対
す
る
指
示

○

第
一
条

提
出
す
べ
き
申
請
書
又
は
届
出
書
の
通
数
の
定
め

○

第
四
条
第
二
項

指
定
医
に
よ
る
診
断
の
要
求

○

香

川

県

報

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

（
第
九
三
二
八
号
）

二
〇



「

に
、

」

「
第
二
十
七
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十
九
条
第
三
項
」
に
、
「
第
三
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
四

条
第
一
項
」
に
、
「
又
は
機
械
警
備
業
務
管
理
者
資
格
者
証
の
返
納
命
令
書
」
を
「
、
合
格
証
明
書
又

は
機
械
警
備
業
務
管
理
者
資
格
者
証
の
返
納
命
令
書
」
に
、

「

を
」

「

に
」

改
め
、
同
項
中
１
を
２
と
し
、
２
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
四
十
三
の
項
３
及
び
４
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
条
第
二
項

指
定
医
に
よ
る
診
断
の
要
求

○

第
三
十
二
条
第
二
項

警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
又
は
機
械
警
備
業

務
管
理
者
資
格
者
証
の
返
納
の
受
理

○

第
四
十
四
条
第
二
項

警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
、
合
格
証
明
書
又

は
機
械
警
備
業
務
管
理
者
資
格
者
証
の
返
納
の
受
理

○

第
六
十
三
条
第
二
項

指
定
医
に
よ
る
診
断
の
要
求

○

１

警
備
業
法
の

一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
平
成

十
六
年
法
律
第

五
十
号
）

附
則
第
五
条

検
定
合
格
者
審
査
の
実
施

○

検
定
合
格
者
審
査
の
合
否
の
判
定

○

第
七
条
第
一
項

警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
修
了
証

明
書
の
交
付

〇

第
七
条
第
二
項

警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
修
了
証

明
書
の
再
交
付

〇

第
十
条

現
任
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
の

通
知

〇

第
十
二
条
第
一

項

機
械
警
備
業
務
管
理
者
講
習
修
了
証
明

書
の
交
付

〇

第
十
二
条
第
二

項

機
械
警
備
業
務
管
理
者
講
習
修
了
証
明

書
の
再
交
付
（
第
七
条
第
二
項
の
準
用
）

〇

第
十
三
条

機
械
警
備
業
務
管
理
者
講
習
の
実
施
の

公
示
（
第
二
条
の
準
用
）

〇

第
十
三
条

機
械
警
備
業
務
管
理
者
講
習
受
講
申
込

書
の
受
理
（
第
四
条
第
一
項
の
準
用
）

〇

４

警
備
員
等
の

検
定
等
に
関
す

る
規
則
（
平
成

十
七
年
国
家
公

安
委
員
会
規
則

第
二
十
号
）

第
六
条
第
三
項

検
定
の
実
技
試
験
員
の
指
定

〇

第
七
条

検
定
の
実
施
の
公
示

〇

第
八
条
第
二
号

一
級
の
検
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

者
と
同
等
以
上
の
者
と
し
て
の
認
定

〇

第
十
条

検
定
の
受
検
票
の
交
付

〇

第
十
一
条

成
績
証
明
書
の
交
付

〇

３

警
備
員
指
導

教
育
責
任
者
及

び
機
械
警
備
業

務
管
理
者
に
係

る
講
習
等
に
関

す
る
規
則
（
昭

和
五
十
八
年
国

家
公
安
委
員
会

規
則
第
二
号
）

第
二
条

警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
の
実
施

の
公
示

〇

第
三
条
第
四
号

警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
者
と
同
等
以
上
の
者

と
し
て
の
認
定

〇

第
四
条
第
一
項

警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
受
講
申

込
書
の
受
理

〇

香

川

県

報

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

（
第
九
三
二
八
号
）

二
一



別
表
四
十
三
の
項
５
中

「

を
」

「

に
、

」

「
第
十
五
条
」
を
「
第
十
七
条
」
に
、

「

を
」

「

第
二
十
条

指
示
書
に
よ
る
通
知

〇

に
、

」

「
第
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
に
、
「
第
十
九
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第

二
項
」
に
、
「
第
二
十
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
中
５
を
６
と
し
、
６

の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
十
二
条
第
一

項

成
績
証
明
書
の
書
換
え

〇

第
十
二
条
第
二

項

成
績
証
明
書
の
再
交
付

〇

附
則
第
八
条
第

二
項

検
定
合
格
者
審
査
の
実
技
試
験
員
の
指

定
（
第
六
条
第
三
項
の
準
用
）

〇

附
則
第
九
条

検
定
合
格
者
審
査
の
実
施
の
公
示

〇

附
則
第
十
条
第

一
項

審
査
申
請
書
の
受
理

〇

第
八
条

検
定
合
格
取
消
通
知
書
に
よ
る
通
知

〇

第
十
一
条
第
四
項

合
格
者
の
氏
名
の
公
示

〇

第
十
一
条
第
五
項

合
格
の
取
消
し

〇

合
格
の
取
消
し
の
公
示
及
び
修
了
証
明
書
の
返
納
の
受

理

〇

第
十
二
条

資
格
者
証
不
交
付
通
知
書
に
よ
る
通
知

〇

第
十
四
条

合
格
者
の
氏
名
の
公
示
（
第
十
一
条
第
四
項
の
準
用
）

〇

第
十
四
条

合
格
の
取
消
し
（
第
十
一
条
第
五
項
の
準
用
）

〇

合
格
の
取
消
し
の
公
示
及
び
修
了
証
明
書
の
返
納
の
受

理
（
第
十
一
条
第
五
項
の
準
用
）

〇

第
十
四
条

資
格
者
証
不
交
付
通
知
書
に
よ
る
通
知
（
第
十
二
条
の

準
用
）

〇

第
七
条
第
二
項
第
三

号

警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
の
委
託

〇

第
九
条
第
六
項

合
格
の
取
消
し

〇

修
了
証
明
書
の
返
納
の
受
理

〇

第
九
条
第
七
項

返
納
通
知
書
の
交
付

〇

第
十
条

不
交
付
通
知
書
の
交
付

〇

第
十
四
条
第
四
項

合
格
の
取
消
し

〇

成
績
証
明
書
の
返
納
の
受
理

〇

第
十
四
条
第
五
項

返
納
通
知
書
の
交
付

〇

第
十
五
条

不
交
付
通
知
書
の
交
付

〇

第
十
六
条

機
械
警
備
業
務
管
理
者
講
習
の
委
託
（
第
七
条
第
二
項

第
三
号
の
準
用
）

〇

第
十
六
条

合
格
の
取
消
し
（
第
九
条
第
六
項
の
準
用
）

〇

修
了
証
明
書
の
返
納
の
受
理
（
第
九
条
第
六
項
の
準
用
）

〇

第
十
六
条

不
交
付
通
知
書
の
交
付
（
第
十
条
の
準
用
）

〇

第
十
七
条

立
入
証
の
交
付

〇

第
十
八
条

指
示
書
に
よ
る
通
知

〇

香

川

県

報

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

（
第
九
三
二
八
号
）

二
二



附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

●
香
川
県
公
安
委
員
会
告
示
第
三
号

平
成
十
二
年
香
川
県
公
安
委
員
会
告
示
第
十
九
号
（
警
備
業
法
の
規
定
に
基
づ
く
診
断
を
行
う
医
師
の

指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
八
年
四
月
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

香
川
県
公
安
委
員
会
委
員
長

神

原

博

「
第
十
六
条
の
二
」
を
「
第
五
十
一
条
」
に
改
め
る
。

●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
六
十
七
号

次
の
政
治
団
体
は
、
政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
平
成
十
八
年
四
月
一
日
以
後
、
政
治
活
動
（
選
挙
運
動
を
含
む
。
）
の
た
め
に
寄
附
を
受
け
、

又
は
支
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
団
体
と
な
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

竹

�

克

彦

一

政
党
の
支
部

二

そ
の
他
の
政
治
団
体

５

警
備
員
教
育

を
行
う
者
等
を

定
め
る
規
程
（

平
成
八
年
国
家

公
安
委
員
会
告

示
第
二
十
一
号
）

第
一
条
第
四
号

警
備
員
教
育
の
基
本
教
育
を
行
う
こ
と

に
つ
い
て
能
力
を
有
す
る
者
の
指
定

〇

第
三
条
第
五
号

警
備
員
教
育
の
業
務
別
教
育
を
行
う
こ

と
に
つ
い
て
能
力
を
有
す
る
者
の
指
定

〇

公
安
委
員
会
告
示

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

部自
由
民
主
党
築
地
支
部

村
尾

秀
樹

村
尾

秀
樹

高
松
市
福
田
町
一
二
―
一
三

自
由
民
主
党
東
植
田
支
部

久
保

隆

久
保

君
江

高
松
市
東
植
田
町
一
七
二
三

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の

氏

名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

自
由
民
主
党
高
松
市
松
島
支

田
岡

幸
敏

臼
井

敞
三

高
松
市
松
島
町
二
―
八
―
三

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の

氏

名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

綾
宏
後
援
会

洲
崎

隆
美

洲
崎

隆
美

坂
出
市
元
町
三
―
四
―
一
八

大
藪
雅
史
後
援
会

西
尾

保

遠
藤

恵
子

東
か
が
わ
市
松
原
一
六
九

香
川
信
久
後
援
会

香
川

信
久

鎌
田

順
二

丸
亀
市
田
村
町
五
三
七
―
一

樫
原
宏
樹
後
援
会

只
川

潔

岩
田

文
男

さ
ぬ
き
市
長
尾
東
六
三
二
―
二

葛
西
吉
弥
後
援
会

山
西

清

尾
崎

明
博

坂
出
市
横
津
町
二
―
二
―
二
九

金
澤
敏
夫
後
援
会

綾
野

幹
夫

徳
永

良
一

丸
亀
市
飯
山
町
川
原
三
九
八
―

一

三
枝
く
に
ひ
こ
後
援
会

西
口

道
雄

三
枝

英
夫

小
豆
郡
土
庄
町
甲
一
六
五
六
―

一

坂
出
市
同
志
会

綾

眞
理

綾

眞
理

坂
出
市
久
米
町
一
―
一
五
―
二

新
星

佐
佐
木
ア
シ

ュ
フ
ァ
麻
コ

佐
佐
木
善
子

高
松
市
郷
東
町
七
五
六
―
一

政
治
結
社
忠
政
連
合
会

菅

順
一

宮
武

清
美

仲
多
度
郡
多
度
津
町
栄
町
二
―

五
―
九

野
�
ひ
と
し
後
援
会

寒
川

忠
行

石
原

光
久

さ
ぬ
き
市
鴨
庄
八
七
〇

平
井
満
泰
後
援
会

藤
本

良
一

和
佳

智
司

小
豆
郡
小
豆
島
町
室
生
三
四
一

―
一

丸
山
弘
善
後
援
会

小
野
彦
之
烝

大
林

茂

綾
歌
郡
綾
川
町
滝
宮
二
三
〇
二

―
六

宮
本
一
夫
を
は
げ
ま
す
会

三
枝

基

宮
本

隆
夫

綾
歌
郡
宇
多
津
町
大
字
東
分
四

七
三

山
田
敬
三
後
援
会

山
田

敬
三

山
田

君
代

さ
ぬ
き
市
鴨
庄
一
二
六
一

横
関
よ
し
ま
さ
後
援
会

川
原

孝
章

谷
澤

孝
男

高
松
市
中
山
町
二
〇
五

香

川

県

報

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

（
第
九
三
二
八
号
）

二
三



●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
六
十
八
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

体
の
収
支
に
関
す
る
報
告
書
に
つ
い
て
、
自
由
民
主
党
仏
生
山
支
部
か
ら
訂
正
の
報
告
が
あ
っ
た
の
で
、

同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、平
成
十
六
年
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
十
七
号（
政

治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
収
支
等
に
関
す
る
報
告
書
の
要
旨
）
の
一
部
を
次
の
と
お
り

訂
正
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

竹

�

克

彦

政
党
の
支
部
の
部
自
由
民
主
党
仏
生
山
支
部
の
う
ち
１
中

「

を
」

「

に
改
め
、

」

同
部
自
由
民
主
党
仏
生
山
支
部
の
う
ち
２
中

「

」
を

「

」
に
改
め
、

同
部
自
由
民
主
党
仏
生
山
支
部
の
う
ち
３
中

「

」
を

「

」
に
改
め
、

同
部
自
由
民
主
党
仏
生
山
支
部
の
う
ち
４
中

「

を
」

「

に
改
め
、

」

同
部
自
由
民
主
党
仏
生
山
支
部
の
う
ち
５
中

「

を
」

「

に
改
め
る
。

」

●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
六
十
九
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

体
の
収
支
に
関
す
る
報
告
書
に
つ
い
て
、
自
由
民
主
党
仏
生
山
支
部
及
び
香
川
芳
文
後
援
会
か
ら
訂
正
の

報
告
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
七
年
香
川
県
選
挙
管
理
委
員

会
告
示
第
八
十
九
号
（
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
収
支
等
に
関
す
る
報
告
書
の
要
旨
）

の
一
部
を
次
の
と
お
り
訂
正
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

竹

�

克

彦

政
党
の
支
部
の
部
自
由
民
主
党
仏
生
山
支
部
の
う
ち
１
中

「

を
」

「

に
改
め
、

」

同
部
自
由
民
主
党
仏
生
山
支
部
の
う
ち
３
中

「

」
を

「

」
に
改
め
る
。

そ
の
他
の
政
治
団
体
の
部
香
川
芳
文
後
援
会
の
う
ち
２
中

「

」
を

「

」
に
改
め
、

同
部
香
川
芳
文
後
援
会
の
う
ち
３
中

「

」
を

「

」
に
改
め
、

同
部
香
川
芳
文
後
援
会
の
う
ち
５
を
削
り
、
６
を
５
と
し
、
７
を
６
と
す
る
。

政
治
活
動
費

２６７
，２９２
円

組
織
活
動
費

２６７
，２９２
円

合
計

２６７
，２９２
円

政
治
活
動
費

２６３
，２９２
円

組
織
活
動
費

２６３
，２９２
円

合
計

２６３
，２９２
円

収
入
総
額

１
，５６３
，０１１
円

前
年
繰
越
額

９４５
，４８３
円

本
年
収
入
額

６１７
，５２８
円

収
入
総
額

１
，５６３
，００１
円

前
年
繰
越
額

９４５
，４８３
円

本
年
収
入
額

６１７
，５１８
円

収
入
総
額

１
，７０６
，７４１
円

前
年
繰
越
額

１
，２９５
，７１９
円

収
入
総
額

１
，７１０
，７３１
円

前
年
繰
越
額

１
，２９９
，７０９
円

支
出
総
額

２６７
，２９２
円

支
出
総
額

２６３
，２９２
円

翌
年
へ
の
繰
越
額

１
，２９５
，７１９
円

翌
年
へ
の
繰
越
額

１
，２９９
，７０９
円

翌
年
へ
の
繰
越
額

１
，６５５
，８９２
円

翌
年
へ
の
繰
越
額

１
，６５９
，８８２
円

そ
の
他
の
収
入

２８
円

１
件
１０
万
円
未
満
の
収
入

２８
円

合
計

６１７
，５２８
円

そ
の
他
の
収
入

１８
円

１
件
１０
万
円
未
満
の
収
入

１８
円

合
計

６１７
，５１８
円

支
出
総
額

２
，１７３
，２５０
円

支
出
総
額

０
円

翌
年
へ
の
繰
越
額

４５２
，０８０
円

翌
年
へ
の
繰
越
額

２
，６２５
，３３０
円

香

川

県

報

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

（
第
九
三
二
八
号
）

二
四



香
川
県
労
働
委
員
会
告
示
第
一
号

香
川
県
労
働
委
員
会
あ
っ
せ
ん
員
候
補
者
の
う
ち
次
の
と
お
り
異
動
が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

香
川
県
労
働
委
員
会
会
長

細

川

進

委
嘱

解
任

労
働
委
員
会
告
示

氏

名

現

職

経

歴

委
嘱
年
月
日

笠
原

良
三

香
川
県
労
働
委
員
会
事
務
局
長

香
川
県
議
会
事
務
局
次
長

平
成
十
八
年

四
月
四
日

氏

名

解
任
年
月
日

蓮
井

進

平
成
十
八
年
四
月
四
日

香

川

県

報

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

（
第
九
三
二
八
号
）

二
五



古紙配合率70％ 
白色度72％再生紙を使用しています 香川県報は、香川県ホームページにも掲載しています。

http : //www.pref.kagawa.jp/

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日
印
刷
発
行

印
刷
発
行
所

香

川

県

庁

（
購
読
料
月
極
二
千
五
百
円
）

香

川

県

報

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日

（
第
九
三
二
八
号
）

二
六


